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児童生徒の現状 

全国学力調査の結果、福山市の平均正

答率を上回ることができたものの、正答

率４０％未満の生徒の割合は少なくな

い。また、不登校児童生徒も少なからず

いる。 

 

  ２０２５  年度（令和 ７ 年度）学校評価自己評価表  
 

 

 

Ⅰ 福山市 
 

 

  
Ⅱ 中学校区 
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城北中学校区 校番 ８ 福山市立樹徳小学校 
   

 最終更新日 ２０２６年（令和８年）２月４日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、 

子どもたちの確かな学びを実現している。 

育成す 

資質・能力 
主体的に判断する力・課題を発見し解決する力・地域社会と協働して貢献する力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・自ら考え、判断し、行動できる自律した児童生徒 

・豊かな心を持ち、お互いを尊重し、人を大切にする児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

・CS をベースにした校区合同研修と合意形成を意識した授業研究及び教科等部会の

取組 

・DC 教育を基に、ＩＣＴを活用した個別最適化した授業実践及び協議・交流の取組 

・家庭での効率的な学習計画の立て方・メディアとの付き合い方への取組 

 

現 状 

＜児童＞ 
・全国学力・学習状況調査では国語・算数ともに全国平均と同等であるが、４０％未満

の児童の割合が高く、学力が二極化している。 

・失敗を恐れるあまり慎重になる児童もいるが、多くは、「何事にもチャレンジしたい」

という思いをもっており、9 割近い児童は、「学級や委員会で自分の役割を果たしてい

る」「目標や努力することを決めて取り組んでいる」と回答している。 

 

＜授業＞ 
・国語科において、学習課題を立て、目的意識を持って読解に取り組む授業展開を積み

上げている。 

・約 8 割の児童が、「授業で新しいことを考えたり、友達と話し合ったりすることが楽

しい」と感じているが、考えを深め合う活動には至っていない。 

・総合的な学習の時間や生活科が、探究的な単元構成になっていないため、相手意識を

もっての表現の場づくりが不十分である。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

学校関係者評価報告書は全項目「十分

満足できる」と評価された。中学校校区

で連携を深め、共通の取組で成果をあげ

ている。各校の目標が達成できていない

ものについては取組の進捗状況を細かく

把握し課題克服に向けて PDCA サイク

ルに則り実践する。 

 

ミッション 

目標を持ち、実現に向けて粘り強くチャレンジしようとする子どもを育てる。 

 
学校教育目標 

自ら考え、判断し、行動できる樹徳っ子の育成 

 

育成する 
資質・能力 

課題を発見し解決する力 主体的に判断する力 
地域社会と協働して 

貢献する力 

めざす 

子ども像 

１～３

年生 

・「不思議だな」「何故かな」
「やってみたい」を見つ
けることができる。 

・自分で調べたり、他者と協
同したりしながら、取り
組むことができる。 

・自分の考えを伝えたり、相
手の考えを聞いたりしな
がら判断することができ
る。 

・地域の人と意欲的に活動す
ることができる。 

・自分がやるべきことを、あ
きらめないでやり抜くこ
とができる。 

４～６

年生 

・既習内容や知識をもとに、
探究したい課題を見つけ
ることができる。 

・根拠を明確にしながら考
え、よりよい方法等を見
出すことができる。 

・明確な価値基準を持って自
分の言動について考え、判
断することができる。 

 

・地域の一員としての自覚を
持ち、地域活動に参加する
ことができる。 

・自分の役割を自覚し、役に
立つ喜びを感じながらや
り抜くことができる。 

  

 

研究 

テーマ 
確かな学力の定着をめざす授業づくり 

～知識・技能を土台とし、思考力の広がりを持たせる学習活動を通して～ 

内容等 
・導入の工夫、思考・表現場面・繰り返し学習を位置付けた単元づくり 

・教科横断的、探究的な学習展開 

めざす授業の姿 

・「分かった」「できた」を実感する授業 

・児童が自ら課題を見つけ、学習を広げたり、深めたりする授業 

・相手、目的意識をもって表現する授業 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営
目標 

重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 

自ら考え

ようとす

る意欲を

育み、基礎

学力、思考

力・表現力

を付ける。 

★ 

見

直

し 

「分かった」
「できた」を
実感するよう
基礎学力の定
着・向上を図
る。 

・授業始め、帯タイ
ムで繰り返し学
習を行う。 

・紙媒体とデジタ
ル教材を効果的
に併用する。 

・家庭学習の内容
や時間を見直
し、充実させる。 

・学期末確認テスト
（知識・技能） 

 国語・算数８５点以上 

・「授業で、「分かった」
「できた」と実感す
ることが増えた」
85％以上 

□学期末確認テスト（知
識・技能）平均 国語：
80点、算数：86点。 

□「授業で、「分かった」「で
きた」が増えた」89.1％ 

・学年で確実に定着させる内容
を授業始め等に復習している。 

・帯タイム、家庭学習での繰り返
し学習が十分ではない。 

３ ３ 

・学年で行う繰り返
し学習の内容を明
確にして継続す
る。 

・意欲喚起に向け
て、全校で検定大
会を行う。 

・取組状況と成果を
学期毎に検証し、
さらに改善する。 

□学期末確認テスト 

（知識・技能） 

国語86.6点、算数86.8点 

□授業で、「分かった」「で
きた」と実感することが
増えた」90.4％ 

・漢字や計算の繰り返し学習、
全校の検定大会により、定着
してきたことが意欲にもつ
ながっている。 

４ ４ ４ 

・各学年で学ぶ基
礎的な力を明
確にして、繰り
返し学習、家庭
学習を継続す
る。 

・定期的な漢字、
計算検定で意
欲を喚起しな
がら定着を図
る。 

 
継

続 

意 欲 を 喚 起
し、思考力・表
現力を育む授
業づくりを行
う。 

・必然性をもって
深く思考する学
習活動を単元内
に位置付ける。 

・自分の考えを表
現する学習活動
を行う。 

・学期末確認テスト
（思考・表現力） 

 国語・算数８０点以上 

・「自分の考えを
伝えようと努力
した」75％以上 

□学期末確認テスト
（思考・表現力）平均 
国語：84点、算数：74点。 

文意を捉えて立式するこ
とに課題がある。 

□「自分の考えを伝え
ようと努力した」 

８2.5％ 

３ ３ 

・表現する方法を具
体的に児童に示
す。 

・指示と発問を区別
し、思考したり表
現したりするため
の時間を確保す
る。 

□学期末確認テスト 

（思考・表現力） 

国語83.3点、算数78.4点 

□「自分の考えを伝えよ
うと努力した」80.4％ 

・思考を深める発問を意

識し、表現の方法や型

を児童と共有した。 

４ ３ ３ 

・相手意識を持た
せて表現する
活動を仕組む。 

・思考スキル、表
現の型を提示
しながら学び
方を指導する。 

４ 

自他を認

め、相手を

思いやる

心を育む。  

 
継

続 

自分の役割を

自 覚 し な が

ら、協働して

やり抜く力を

育む。 

・縦割活動等の目
的を踏まえて行
動目標を立て、
それに対する振
返りを継続する。 

・自分の言動を振
り返る機会を持
ち、自覚を促す。 

・自主的な係、委員
会活動を促進す
る。 

・「学級や委員会で自
分の役割を果たし
ている」80％以上 

・「目標や努力する
ことを決めて取
り組んでいる」 

80％以上 

 

□「学級や委員会で自
分の役割を果たして
いる」86.3％ 

□「目標や努力するこ
とを決めて取り組ん
でいる」 

 86.０％ 
・役割を意識し、協働し
てやり抜いていこう
という意識が高まっ
ている。 

３ ４ 

・代表委員会や児童
集会を通して、学
校の取組に参加
し、振り返る活動
を促進する。 

・役割意識を持たせ
るために、縦割り
班活動、ペア学年
活動を充実させ
る。 

□「学級や委員会で自分
の役割を果たしてい
る」 83.7％ 

□「目標や努力すること
を決めて取り組んで
いる」 8４.0％ 

・児童会を主体に挨拶
運動やペア学年での
行事を通して、役割を
自覚し協働して取り
組む姿が見られるよ
うになってきた。 

４ ３ ４ 

・目的を明確にし
て縦割り活動、
ペア学年活動
を仕組む。 

・学校全体の課題
が委員会活動
の取組につな
がるよう、年間
計画を立てる。 

 

４ 

自らの生

活を律す

るたくま

しい心と

体を育成

する。 

★ 
新

規 

生活習慣を自
分でマネジメ
ントしようと
する態度を養
う。 

・教科と関連させ
たり、家庭と連
携したりして、
自身の生活習慣
を振り返り、自
己目標を立てて
取り組む活動を
行う。 

 

・「自分で寝る時
刻、起きる時刻
を決めて守って
いる」80％以上 

・「テレビ、ゲーム
などの時間を決
めて守ってい
る」70％以上 

 

□「自分で寝る時刻、
起きる時刻を決め
て守っている」
79.8％ 

□「テレビ、ゲームな
どの時間を決めて
守 っ て い る 」
77.4％ 

 
 

３ ３ 

・生活リズムの大切
さについて、教科
や学活と関連付け
ながら継続して考
える機会を持つ。 

・自分で自己目標を
設定し、振り返る
活動を取り入れ
る。 

□「自分で寝る時刻、
起きる時刻を決め
て守っている」
79.9％ 

□「テレビ、ゲーム
などの時間を決め
て守っている」
74.3％ 

 
 

３ ３ ３ 

・児童と課題を共
有し、改善に向
けた計画を立て
る。 

・アウトメディア
チャレンジ週間
を計画的に行
い、保健だより、
学年通信等で成
果を発信する。 

福山市立樹徳小学校 
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・自分の生活習慣へ
の意識は高まって
いる。 

・講演会、アウトメ
ディアチャレンジ
週間や各通信でメ
ディアとの付き合
い方について啓発
を続けた。 

・各家庭への啓発
を続け、学校と
家庭の両輪で取
り組むことがで
きるよう年間計
画を立てる。 

１ 

教職員が

自身の力

量向上に

向けて、や

りがいと

充実感を

持って働

こうとす

る職場環

境を作る。 

★ 
継

続 

教育公務員と
しての自覚と
責任を持ち、
学校運営に参
画する。 

 

・互いに学び合う
ために研究授
業・協議会、自主
研修会を行う。 

・分掌業務につい
て、目的と方向性
を確認しながら
企画立案する。 

・適切な予算執行
により、環境整備
を行う。 

・「仕事に意義や
やりがいを感じ
ている」85％以
上 

 

・時間外在校時間月
45時間以内の職
員100％ 

□「仕事に意義ややり
がいを感じている」
100% 

・夏季休業中の研修
で、互いに学び合う
ことができた。 

□時間外在校時間月
45時間以内の職員 

 97% 
・目的と方向性の確
認しながら分掌業
務の改善に努める
ことで、学校運営
に参画する意識が
高まった。 

４ ４ 

・目的と方法を見極
めながら企画運営
をしたり、学年学
級経営をしたりす
るよう互いに声を
掛け合っていく。 

・引き続き安心、安
全な環境のため予
算執行や環境整備
に努める。 

・早めに準備できる
よう来年の必要な
物品、教材につい
て、リストを作成
する。 

□「仕事に意義ややり

がいを感じている」 

  92.8% 

・授業研究や協議会で

学び合いながら自己

研鑽するとともに、

児童の成長を共有す

る機会が増えた。 

□時間外在校時間月

45時間以内の職員 

  97% 

・見通しを持った業務

遂行、早めに方向性

を確認することが定

着した。 

４ ３ ４ 

・成果や課題を全
職員で共有しな
がら改善方策を
検討、実施する
サイクルを徹底
する。 

・学年内だけでは
なく、学年を超
えて情報を共有
する時間と場を
つくる。 

１ 

地域と協

働し、地域

とともに

ある学校

づくりを

行う。  
継

続 

総合的な学習
の時間や生活
科などで、地
域 を 学 ん だ
り 、 地 域 の
人々と関わっ
たりする学習
をより充実さ
せる。 

・地域や市内の
「人・もの・こ
と」を教材化し、
探究的な展開に
なるよう単元づ
くりを行う。 

・相手意識を持た
せた言語活動、
発表の場づくり
を行う。 

・「地域素材の教材化

や体験活動に取り
組んでいる」80％
以上 

・「地域のことを学ん

だり、地域の方と
一緒に活動したり

することが楽し
い」80％以上 

□教員「地域素材の教

材化や体験活動に取
り 組 ん で い る 」
80.5％ 

□児童「地域のことを学
んだり、地域の方と一
緒に活動したりするこ

とが楽しい」8５％ 
・地域素材を教材とし
た活動を各学年で仕
組むことができた。 

・探究的な展開のイ
メージを共有する
ことができた。 

４ ３ 

・今年の開発した単
元について実施後
に加筆修正を加
え、来年へ引き継
ぐ。 

・地域を素材化した
学習活動の目的を
児童に伝え続ける
ことで、地域の一
員としての自覚を
促す。 

□「地域素材の教材化

や体験活動に取り組
んでいる」84.2％ 

□「地域のことを学ん

だり、地域の方と一
緒に活動したりする
ことが楽しい」 

80.2％ 
・総合的な学習の時
間の単元開発を行
い、つける力を意
識させながら探究
的な活動につなげ
ることができた。 

４ ３ ３ 

・成果と課題を整
理し、各学年の
単元をバージョ
ンアップさせる
とともに、さら
なる教材づくり
に取り組む。 

・地域の方と関わ
る機会や場づく
りを工夫し、言
語活動に位置付
ける。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、
問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が
生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変
化、問題が生じた際は、協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し、十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し、望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し、一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り、成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り、成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


